
 

 

 

 

 

 

 ４月８日、団体交渉を行い全項目の議論を終えました。以下主な議論内容（要旨）です。 

１．２０１９年度の大宮支社管内における時間外労働実績を全体・系統別・箇所ごとに管理と一般に分けて明

らかにすること。また年次有給休暇の取得率を系統別に明らかにすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データを見ると企画部門以外は全

ての系統で時間外労働が増加してい

ます。 

特に管理者の負担が増加している

のが分かります。 

 職場で気になることや問題があれ

ば分会・支部・地本へ報告して下さい！ 

【年休取得率 ２０１８年度】 

大宮支社全体 １７．９日 

運輸職場    １９．０日 

＊２０１９年度は調査終了後に

示す事を確認 

≪議論・確認事項≫ 

・２０１９年度は大宮支社管内で３６協定違反・３４条違反はなかった。 

・過去の経験を活かし、労働時間管理を適切に行い、労基法３６条・３４条違反の

ないように職場での勉強会等を行っていく。 

・支社全体での時間外労働の削減、３６協定違反を発生させないように労働時間

管理を行っていく。 

【年間３３０時間を超える事前協議】 

川越車両センター２件 

大宮運転区    ２件 

さいたま運転区  １件 

２０１８年度 ２０１９年度 増減

支社全体 11:00 11:30 +0:30

企画部門 22:43 19:50 -2:53

現業機関 10:30 11:17 +0:47

運輸全体 8:34 9:14 +0:40

管理 19:37 21:14 +1:37

一般 7:37 8:24 +0:47

営業全体 13:15 14:40 +1:25

管理 18:11 20:55 +2:44

一般 12:03 13:13 +1:10

設備全体 12:28 13:21 +0:53

管理 18:07 19:14 +1:07

一般 11:19 12:13 +0:54
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2019年度時間外労働実績

（一人当たりの月間時間外労働の平均、公休日労働・３３含む）
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第1～第３四半期（4月～１２月）


